
　　　　

R7 年 3 月 1 日

9 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節の行事や、その時期に合わせた製作（お花見・お祭り・クリスマス等）
・月１回のクッキング（おやつ作り・お好み焼きパーティ・手巻き寿司パーティ等）
・外部講師によるレクリエーション（長期休暇時）

（別添資料１）

家族支援
・いつでも気軽に相談できる場所として、子育ての不安や悩みに寄り添い、子ど
もの未来を共に考えていきます
＜日々の関わりの中で、随時相談に応じます＞

移行支援
・就学に向けて地域の学校や支援学校、児童発達支援センター等と連携を図り情報共有をします
・就職に向けて企業や事業所へ情報提供を行い、スムーズな移行ができるように支援します

＜支援会議・ケア会議・関係機関への情報共有＞

地域支援・地域連携
・地域への情報発信を行います
＜イベントのお知らせ・学校との交流等＞

職員の質の向上
・施設内部の研修を月１回実施
・外部研修への積極的な参加
・職員間でのミーティングを適宜実施

支　援　内　容

・学校生活をメインに置き、本人の生活環境や体力を鑑みた上で「みんなのおうち」での過ごし方を子どもと共に考えます
＜体調チェック・基本的生活習慣の習得・対話・朝の会・終わりの会等＞
＜個々の特性に合わせた部屋のレイアウト（ソファ・１人用机・パーテーション等）動線確認＞

・身体の使い方に加え、物を使用しての動作など、自分の身体と周辺環境との融和を図ります
＜体操・ウォーキング・ストレッチ・ヨガ・ダンス・ゲーム等＞

本
人
支
援

・場に適した行動の促しや、自分の行動の振り返りなどを通して、自分を知り相手を知っていきます
＜スケジュールにより認知発達を促す→朝の会・集団あそび・自由あそび・昼食・おやつ・終わりの会＞適宜絵カードを提示

・友達やスタッフとのコミュニケーションを楽しみながら、自分の気持ちを発信し、相手の気持ちを受け取って理解を深めていきます
＜挨拶・場に適した言葉遣い・ゲーム等勝ち負けの繰り返し・非言語コミュニケーションの補助等＞

・集団や他者との関わりの中で自己理解を深め、「自分は自分のままでいい」と思えるように自己重要感を深めていきます
＜行事参加・１対１でのやりとり・外出先における部外者との交流等＞

支援方針

・障害種別に関係なく安心して過ごすことのできる場所の提供
・共に遊んで共に学ぶ
・お互いの個性を認め合う
・子どもたちや保護者の不安など様々な思いに寄り添う

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
法人：地域貢献を根本に、関わる人々の人生に寄り添いながら、ライフステージに合わせた居場所を企画・提供していきます
事業所：社会貢献を目指す仲間と共に、子どもたちが考えて行動し、様々な体験を通して自己重要感を得られるよう機会の提供を行います

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　みんなのおうち 支援プログラム（放課後等デイサービス） 作成日


